
 2024 年４月度 競技・ハンディキャップ委員会 議事録 

開催日：令和６年４月７日（日） 

出 席：赤岡委員長、塚田委員、油井委員、山田委員、若月委員 

事務局：越賀、山王プロ、瀬戸 

 

【議事内容】 

１．赤岡競技委員長ご挨拶 

 

２．関東クラブ対抗競技会代表選手選考規定について 

2025 年度 代表選手選考規定 

【男子】 

 ・代表選手選考エントリーシートを期日までに提出していることとする。 

 ・当倶楽部以外で、選手登録および選考選手としてエントリーしていないこと。 

 ・前年度、他コースの代表選手として出場した方は 1 年間、当倶楽部の選手選考にエントリー 

できないこととする。 

・クラブ選手権優勝者は代表選手確定。A クラスの参加条件を持つ方は出場クラスを選択できる 

 ・4 月～12 月までの、月例競技会・クラブ選手権予選・理事長杯予選・マッチプレー選手権予選、

以上 12 競技会の成績のうち、５競技分のスコアで選手を選考する。 

 ・５競技分のスコアの内、クラブ選手権・理事長杯・マッチプレー選手権の予選競技会の成績を 

最低一つ含むこととする。 

・直近1年以内に当倶楽部また他コースにおいて、分科委員会より何らかの指摘を受けておらず、

モラル・マナーを遵守し活動していること。 

 ・上記の規定から、正選手 A クラス 4 名・B クラス 4 名・計 8 名を選出。 

  補欠選手は各クラス 2 名まで選出する。 

 ・ただし、大会競技規定により、出場選手人数に変更があった場合、選考選手人数は変更される。 

 

【女子】 

・4 月～12 月までの月例競技会、クラブ選手権予選、理事長杯予選、マッチプレー選手権 

予選の以上 12 競技会の成績のうち、上位 3 競技分のスコアで選手を選考する。 

・競技会参加数が少なく基準に満たない選手を起用する場合は、連盟主催競技等の成績も 

加味し検討することとする。 

・直近 1 年以内に当倶楽部また他コースにおいて、分科委員会より何らかの指摘を受けておらず、 

モラル・マナーを遵守し活動していること。 

・上記の規定から 正選手 6 名、補欠選手 2 名を選出する。 

  

 

 

 

 

 

 



 

 

３．シャトレーゼグループ選手権選手選考方法確認 

 【男子・女子】 

 ・１月～７月までの月例競技会、クラブ選手権予選、理事長杯予選、マッチプレー 

選手権予選の以上１０競技会の成績のうち、上位３競技分のスコアで選手を選考する。 

 ・１月～７月までの上記の競技会に３回以上の参加をしていること。 

 ・直近 1年以内に当倶楽部また他コースにおいて、分科委員会より何らかの指摘を受けておらず、

モラル・マナーを遵守し活動していること。 

 ・75歳以上（ゴールドシニア）の選手に関しましては、競技員会推薦により決定することとする。 

 ・上記の規定から、一般の部２名・シニアの部２名、グランドシニアの部３名 女性の部２名 

 合計９名の選手で構成する。 

 

４．マッチプレー選手権 競技方法確認 

来週 14 日より始まる、マッチプレー選手権について競技方法、条件について確認。 

 

５．HC 調整 

  事務局 瀬戸より 定期調整について報告。 

 

６．立ち合い日程 

4 月 14 日 マッチプレー選手権予選    事務局 

4 月 21 日 マッチプレー1 回戦・準々決勝 事務局 

5 月 5 日 月例競技会  山田委員 

5 月 14 日 マッチプレー選手権 決勝   事務局 

6 月４日 月例競技会  塚田委員 

 

７．その他 

●月例杯の組合せについて多くの方に参加を促すことを考慮し、試験的に A クラス、 

B クラスに分けて組合せをしてはどうか。 

○6 月の月例杯を、A クラス、B クラスを分けて組合せを作成して開催します。 

 告知は、事前にメンバーライン、5 月の月例杯時に告知します。 

 

●他コースでも開催している、シニア月例やレディース選手権の開催を当倶楽部でも検討したい。

シニアや女性の方の競技会参加を促進していきたい。 

○来年度の開催に向けて、開催日や条件やルールなど整理していきたい。 

以上 




